
◎基本情報

主

副

● 対象 ○ 対象外 ● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 628,301 640,706 581,883 654,160

事業費

の内訳

令和3年度決算

災害防止に係わる調査等の業務費　５６１，２９６千円
（道路防災総点検・防災カルテ作成業務　３３，０２９千円、路面下空洞探査業務　５０，３３７千円
ほか）
その他　１，１４７千円

令和4年度予算

災害防止に係わる調査等の業務費　６２４，０００千円
（道路防災総点検・防災カルテ作成業務　３７，５００千円、路面下空洞探査業務　４８，２５０千円
ほか）
その他　１０，０００千円

人工 1.1 2.7 2.7 2.8

人件費 7,920 19,440 19,440 20,160

事業費 620,381 621,266 562,443 634,000

うち特定財源 11,340 140,000 1,500 178,000

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

道路法・「Ｈ８道路防災総点検」（建設省通達）

他都市の状況

全国的に行われている。

実施結果

・トンネル、アンダーパス、道路土工構造物、道路照明施設、大型道路案内標識において定期点検を実施した。
・路面下空洞調査を行い、空洞箇所において復旧工事を実施し、未然に道路陥没事故を防止した。
・土砂災害防止対策のための実施設計及び対策工事を実施し、道路防災機能の維持・向上を図った。

事業実施における
工夫点

調査・点検により道路施設の損傷が懸念される箇所を早期に発見し、経過観察や補修を行っている。

対象者 市民及び道路利用者 開始 平成21 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

・道路施設点検により、変状の早期発見・対応を行うことで、道路利用者の安全・安心な交通を確保する。
・舗装路面下の空洞や地下埋設物の老朽化等に伴う破損箇所を把握・復旧することで、道路利用者の安全・安心
な交通を確保する。

長期

・道路利用者の安全を確保するために、災害が懸念される箇所における道路施設の防災機能の維持を行う。
・道路施設に対して５年に１回の頻度で点検を行い、その結果を修繕計画に反映し、長寿命化を図る一助とする。

取組内容

・防災点検において継続的に観察が必要と判定された箇所や、新たに観察が必要となった箇所の調査点検、及び
対策が必要と判定された箇所の補修工事。
・風水害等によって、被災した箇所の応急復旧工事。
・道路施設の定期点検により、各施設の健全度を把握し、それぞれの管理目標に合わせた管理を実施する。
・空洞調査により、路面下の状態を把握し、必要に応じて復旧することで、適切な路面管理を行う。
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
点検および調査について適正に行うことができたため。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

引き続き、点検および調査を実施し、市民や道路利用者の安全・安心な交通の確保に努める。

予算
より効果的・効率的な運営管理を図りながら必要予算の確保に努め
る。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

なし。
見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

なし。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

・専門性のある業者に委託し、効率的に実施することができた。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

・点検および調査により市民や道路利用者の安全・安心な交通を確保している。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

・道路施設の点検については、計画通り実施することができた。
・空洞調査については、当初予定していた延長以上の調査を実施することができた。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

・点検及び調査について適切に行うことができた。

1,561km 1,700km 1,887㎞ 1,950㎞

項目 判定 理由

59% 59% 79%

成果指標２

指標名 空洞調査延長（累計）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

326km 262km

成果指標１

指標名 定期点検（2巡目）の実施率（法定6施設）

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

36%

100%

活動指標２

指標名 年間空洞調査延長

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

348km 250km

活動指標１

指標名 近接目視点検の実施率

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

100% 100% 100%


